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８．研究実績報告（成果） 
大地震の誘発地震活動に基づく応力蓄積率の推定： 大地震によるステップ的な応力変化

による地震活動変化を用いて応力を推定する手 法(Dietrich, 1994)では，当然ながら，大地
震による応力変化以外の原因による地震活動変化が含まれると誤差要因となる．それらの

効果の小さなデータを選び出すことが重要である．また，地震活動は，しばしばクラスタ

ー的に発生するが，Dietrich のモデルでは，個々の地震活動間の相互作用を無視している
ため，クラスター的活動は再現できない．クラスター的な活動が，流体の関与等，未知の

local な影響によると考えられるため，デクラスターにより活動自体を取り除くことが一つ
の有効な方法である．デクラスターする際のパラメータを色々変化させて，結果を比較す

ることにより，得られた解の安定性を評価できる．個々の地震の断層面上の応力変化を見

積もるためには，メカニズム解が精度良く決まっていることが必要である．また，大地震

によるステップ的な応力変化の空間変化を考慮することにより，推定の精度が向上した． 
沖縄トラフの応力場： モーメントテンソル解から推定された琉球弧における応力場は， 
背弧側の沖縄トラフの応力場とは異なり、島弧に沿った伸張場が特徴的 である．特に南部
では，T軸がよくそろっている．しかし，その原因に関しては，斜め沈み込み，背弧側から
の作用による島 弧の海溝側への押し出し，スラブの能動的なロールバック など が考えら
れるが，決着はついていない．地質学的な手法による南琉球弧の島々における古応力場の

研究から，現在のようにほぼ一様に島弧に平 行な伸張となったのは，比較的新しい時代で
あり，かつては島弧にほぼ 直交する伸張場が存在した．応力インバージョンによって、１
２万年前 に応力場の変化が推定されている． 
応力テンソルインバージョンの地質学における進展： 京大方式の応力インバージョン法

の一つの特徴は，応力テンソルの計量を，５次元ベクトル空間における幾何学に置き換え

ることである．これにより，複数の応力場が存在した場合，それらをより直感的に分離す

ることが可能となった．また，応力場の違いを物理的な座標の回転に関する不変量で表せ

ることも明らかになった．断層スリップデータの特徴として，推定値から大きく離れたデ

ータが存在する可能性があるが，ピークの鋭い重み関数を用いることにより，それらの影

響を受けず，安定した結果を得ることが可能となった．地震のメカニズム解からの応力イ

ンバージョンで誤差推定によく用いられる Michael (1987)の方法は，データのノイズレベ
ルが小さい場合に感度が悪いことが示された． 


